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事務局からのお知らせ 
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「サントリー1万人の第九」練習が始まりました！ 
 
 1983 年に始まり、今年で 33 回目を迎える「サントリー1 万人の第九」。一般公募
によって結成される 1 万人の合唱団がベートーヴェンの「交響曲第九番」を歌う、世
界最大規模の「第九」です。参加者は全国各地の練習会場で練習を積み、本番に集いま
す。 

 大津会場でも、8月 17 日より合唱練習が始まりました。練習会場は、
大津市のフィガロホールです。お盆明けにも関わらず、子どもから大人
まで、客席いっぱいの参加者が集まり、2時間の練習を行いました。 
これから、12 月 3日（日）大阪城ホールでの本番に向けて、全 12 回の
練習を行います。 
 

★ご氏名、ご住所等の変更のある場合は、速やかに事務局（右記連絡先）までお知らせ下さい 
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【滋賀音楽振興会 事務局】 
〒520-2365 野洲市竹ヶ丘2-13   
樋口 崇 
TEL&FAX：077-575-5205 
suma-takhig-sumi.1975@zeus.eonet.ne.jp 
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【糸賀一雄記念記念賞 第 16 回音楽祭】 
2017 年 11 月 5日（日）時間未定 栗東文化芸術会館さきら 大ホール 
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主催：社会福祉法人グロー（GLOW）～生きることが光になる～、糸賀一雄記念賞音楽祭実行委員会 



【
メ
モ
リ
ア
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
2018】

 
 

2018
年
2
月
25
日
（
日
）
15
時
開
演
 
 

FIGARO
ホ
ー
ル
 
 
入
場
料
1500

円
 

出
演
：
赤
星
里
奈
（
ピ
ア
ノ
）、
松
村
璃
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
深
田
瑞
穂
（
マ
リ
ン
バ
）
 

 

1
6

 

3
0

  

演
奏
会
・
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
 

 

 深
田
 瑞
穂
（
マ
リ
ン
バ
・
同
志
社
女
子
大
学
卒
）
 ～
優
秀
賞
・
最
優
秀
賞
～ 

 
演
奏
曲
：
石
井
眞
木
／
マ
リ
ン
バ
独
奏
の
た
め
の
 飛
天
生
動
Ⅲ
 作
品
75 

  
先
日
は
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
会
を
企
画
し
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

多
く
の
方
の
ご
支
援
の
も
と
、
恐
れ
多
く
も
賞
を
受
賞
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
 

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
こ
の
度
演
奏
し
ま
し
た
石
井
眞
木
さ
ん
の
『
飛
天
生
動
III』
は
、
約
８
ヶ
月
間
弾
き
込
ん
で
き
た
曲
で
、
 

求
め
ら
れ
て
い
る
技
術
力
と
曲
の
も
つ
精
神
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
す
の
に
四
苦
八
苦
し
て
お
り
ま
し
た
。
 

こ
の
曲
を
舞
台
で
演
奏
す
る
の
は
三
度
目
だ
っ
た
の
で
す
が
、
三
度
目
の
正
直
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
 

今
ま
で
で
一
番
納
得
の
い
く
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
曲
の
魅
力
が
少
し
で
も
多
く
の
方
に
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

 
自
身
の
進
路
に
悩
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
度
の
演
奏
会
で
多
く
の
方
と
出
会
い
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
 

改
め
て
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分
も
そ
ん
な
音
楽
文
化
を
担
う
一
員
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
打
楽
器
の
魅
力
を
 

お
届
け
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
練
習
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

   赤
星
 里
奈
（
ピ
ア
ノ
・
ド
イ
ツ
国
立
ロ
ス
ト
ッ
ク
音
楽
演
劇
大
学
卒
）
 ～
優
秀
賞
～
 

 
演
奏
曲
：
R.シ
ュ
ー
マ
ン
：
F.リ
ス
ト
編
／
歌
曲
集
《
ミ
ル
テ
の
花
》
作
品
25-1

献
呈
 

 
 
 
 
 
S.ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
／
絵
画
的
練
習
曲
《
音
の
絵
》
作
品
39-9 

  今
年
の
6
月
に
ド
イ
ツ
の
ロ
ス
ト
ッ
ク
音
楽
演
劇
大
学
大
学
院
を
卒
業
し
帰
国
し
ま
し
た
、赤
星
里
奈
と
申
し
ま
す
。先
日
の
新
人
演
奏
会

で
は
大
変
有
難
い
賞
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
大
学
進
学
を
機
に
、
滋
賀
か
ら
大
阪
、
名
古
屋
と
居
を
移
し
、
そ
し
て
つ
い
に
は
日
本
を
出
て
ド
イ
ツ
で
生
活
し
ま
し
た
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
、
特
に
ド
イ
ツ
で
は
全
て
の
こ
と
が
新
鮮
で
、
今
ま
で
の
価
値
観
を
覆
さ
れ
る
こ
と
が
 

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
世
界
は
、
私
生
活
だ
け
で
な
く
、
 

自
分
の
演
奏
法
を
見
直
し
た
り
、
音
楽
表
現
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

 
私
は
こ
れ
ま
で
音
楽
と
共
に
生
き
て
き
ま
し
た
し
、
い
つ
も
音
楽
に
救
わ
れ
、
 

励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
音
楽
の
持
つ
力
を
側
で
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
よ
り
 

多
く
の
方
々
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
得
た
も
の
を
活
か
し
て
、
 

音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
演
奏
者
に
な
り
た
い
で
す
。
 

 

C
o
n

c
e
r
t R

e
p

o
r
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出
演
者
名
（
出
演
順
） 

 
【
ピ
ア
ノ
部
門
】
 

豊
城
 百
愛
（
大
阪
音
楽
大
学
卒
）
 

久
保
 典
子
（
大
阪
芸
術
大
学
大
学
院
卒
）
 

馬
場
 杏
菜
（
同
志
社
女
子
大
学
卒
）
 

赤
星
 里
奈（
ド
イ
ツ
国
立
ロ
ス
ト
ッ
ク
音
楽
演
劇
大
学
卒
） 

澤
田
 奈
津
季
（
大
阪
音
楽
大
学
大
学
院
卒
）
 

野
口
 夏
菜
（
名
古
屋
音
楽
大
学
大
学
院
卒
）
 

 

【
管
弦
打
楽
器
部
門
】
 

坂
井
 藍
子
（
Per. 同

志
社
女
子
大
学
卒
）
 

吉
延
 佑
里
子
（
Fl. 京

都
市
立
芸
術
大
学
卒
） 

堀
内
 響
子
（
Vn. 東

京
音
楽
大
学
卒
）
 

今
高
 友
香
（
Vn. 桐

朋
学
園
大
学
卒
）
 

深
田
 瑞
穂
（
M
ar. 同

志
社
女
子
大
学
卒
）
 

井
上
 り
ず
（
Hr. 京

都
市
立
芸
術
大
学
卒
）
 

【
声
楽
部
門
】
 

中
西
 惠
子
（
東
京
音
楽
大
学
大
学
院
卒
） 

辻
 朋
華
（
同
志
社
女
子
大
学
卒
）
 

松
村
 璃
子
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
卒
）
 

 

 

 
2017年

6月
10日

（
土
）
び
わ
湖
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）
に
て
、
平
成
29年

度
第
16回

滋
賀
県
新
人
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
ピ
ア
ノ
部
門
6名
、
声
楽
部
門
3名
、
管
弦
打
楽
器
部
門
6名
の
新
人
の
皆
さ
ん
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。
各
賞
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。
 

 優
秀
賞
 

ピ
ア
ノ
部
門
 
 
 
赤
星
里
奈
さ
ん
（
ド
イ
ツ
国
立
ロ
ス
ト
ッ
ク
音
楽
演
劇
大
学
卒
）
 

声
楽

部
門
 
 
 
松
村
璃
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
卒
）
 

管
弦
打
楽
器
部
門
 
 
 
深
田
瑞
穂
さ
ん
（
マ
リ
ン
バ
・
同
志
社
女
子
大
学
卒
）
 

最
優
秀
演
奏
者
賞
 
 
 
深
田
瑞
穂
さ
ん
 

 新
人
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
御
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。
 

ま
た
、
来
年
度
新
人
演
奏
会
は
、
平
成
30
年
6
月
9
日
（
土
）
び
わ
湖
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
で
す
。
 

       
 

 

松
村
 璃
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
卒
）
 ～
優
秀
賞
～
 

 
演
奏
曲
：
小
林
秀
雄
：
藤
田
圭
雄
(詞
)／
日
記
帳
 

 
 
 
 
 
G.ド

ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
／
歌
劇
《
シ
ャ
モ
ニ
ー
の
リ
ン
ダ
》
第
１
幕
よ
り
 ア
リ
ア
「
こ
の
心
の
光
」
 
 

 
 
伴
奏
：
椴
山
 さ
や
か
 

  
こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な
大
変
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
方
、
 

支
え
て
く
れ
て
い
る
仲
間
、
家
族
に
感
謝
致
し
ま
す
。
 

 大
学
生
活
で
は
、
様
々
な
方
々
と
出
会
い
、
自
分
の
世
界
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
特
に
、
学
生
時
代
に
プ
ロ
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
 

本
場
の
空
気
を
肌
で
感
じ
れ
た
こ
と
が
、
今
の
私
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

 現
在
私
は
、
大
阪
の
高
校
で
音
楽
の
非
常
勤
講
師
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
は
、
指
導
を
受
け
る
立
場
で
あ
っ
た
私
が
、
教
え
る
立
場
に
 

な
り
、
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
人
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
歌
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
忘
れ
ず
に
、
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
演
奏
家
に
な
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 
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「サントリー1万人の第九」練習が始まりました！ 
 
 1983 年に始まり、今年で 33 回目を迎える「サントリー1 万人の第九」。一般公募
によって結成される 1 万人の合唱団がベートーヴェンの「交響曲第九番」を歌う、世
界最大規模の「第九」です。参加者は全国各地の練習会場で練習を積み、本番に集いま
す。 

 大津会場でも、8月 17 日より合唱練習が始まりました。練習会場は、
大津市のフィガロホールです。お盆明けにも関わらず、子どもから大人
まで、客席いっぱいの参加者が集まり、2時間の練習を行いました。 
これから、12 月 3日（日）大阪城ホールでの本番に向けて、全 12 回の
練習を行います。 
 

 

★ご氏名、ご住所等の変更のある場合は、速やかに事務局（右記連絡先）までお知らせ下さい 
 
 

k

【滋賀音楽振興会 事務局】 
〒520-2365 野洲市竹ヶ丘2-13   
樋口 崇 
TEL&FAX：077-575-5205 
suma-takhig-sumi.1975@zeus.eonet.ne.jp 
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http://www.shiga-onshin.org 
 

https://www.facebook.com/shigaonshin/ 
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shiga_onshin@yahoo.co.jp 
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